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昭和産業株式会社 新研究開発施設の建設について 

 

昭和産業株式会社（社長：岡田茂）は、研究開発体制の強化に向け、船橋工場（千葉県船橋市）

内に新研究開発施設を建設することにいたしましたので、お知らせします。 

新施設の名称は、研究（Research）、開発（Development）、技術（Engineering）の機能融合

によるシナジーを象徴して「RD＆Eセンター」といたします。 

 

１．建設の目的 

当社は「人々の健康で豊かな食生活に貢献する」という企業理念のもと、小麦、大豆、菜種、

トウモロコシなど多種の穀物を主原料とした様々な食品素材をご提供する「穀物ソリューショ

ン・カンパニー」として、「食」に携わる企業やご家庭の皆様のベストパートナーとなることを

目指しています。 

研究開発においては、当社の強みである、多様な穀物資源を生かしたソリューションをご提

案できる、総合力の発揮を強く意識した活動に取り組んでいます。 

そのため、かねてより設置した「RD&E戦略委員会」の策定による、経営的視点に基づいた

技術戦略の遂行を通じて、「組織間シナジー（研究×開発×技術）」と「事業間シナジー（製粉×

製油×糖質…）」の融合による成果の創出に努めてまいりました。 

今般、この機能融合によるシナジーをさらに徹底して追求するため、社内各所に分散してい

る RD&Eの活動拠点を、一箇所に集合させることにいたしました。 

併せて、同施設内にお客様とのコミュニケーション・スペースを併設し、さらに高度な「穀

物ソリューション」のご提供を目指してまいります。 

 

 

 

 

経営企画部 

コーポレート・コミュニケーション室 

〒101-8521東京都千代田区内神田 2丁目 2番 1号 

                 （鎌倉河岸ビル） 
  TＥL. 03(3257)2042   FAX. 03(3257)2097 
   http://www.showa-sangyo.co.jp 



 

２．新研究開発拠点の概要 

  名 称 ： RD&E センター 

  所在地 ： 千葉県船橋市日の出２丁目２０番２号（船橋工場内） 

  機 能 ： 技術開発、商品開発、知的財産、分析センター、顧客コミュニケーション 

  延床面積： 約 4,500㎡（4階建て） 

  竣工予定： 2016年 9月 

  投資金額： 約 17億円 

 

 

完成予想図 

 

 

 

                                     
本件に関する報道関係の方からのお問い合わせ 

昭和産業株式会社 経営企画部 

コーポレート・コミュニケーション室（久慈・久田）まで 

TＥL：０３－３２５７－２０４２ 

FAX：０３－３２５７－２０９７ 


